
第１学年１組 道徳学習指導案 

  

１ 主題名 「いじめや偏見をなくし、誰もが幸せに過ごせる学級・学年をつくる」 

資料名：「魚の涙」（出典：光村図書「道徳１ きみが いちばん ひかるとき」） 

内容項目：C－(11)「公正、公平、社会正義」 正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平

に接し、差別や偏見のない社会の実現に努めること 

２ 主題設定の理由 

○ 人は誰しもいじめや差別のない社会を理想としている。しかし、人は自分や自分に近い仲間を中

心にした狭い価値観でものを見たり考えたりしがちである。中学生にもなると、「いじめや差別はい

けないことだ」と頭で理解はしているが、実際に自分がかかわることになると、いじめや差別の原

因をされる側に求め、「周囲もしているから」と、偏ったあいまいな価値観で自分を正当化し、自分

や自分の仲間を中心としたものの見方や考え方をしがちである。そういった状況の中でも、単に現

状を諦めて見過ごすのではなく、道徳上どのような問題があるかを考え、その解決にむけて、考え

共有することは、公正・公平でよりよい学級や学年・社会を築いていくために大切なことである。 

○ 本学級の生徒は、素直な心で物事に取り組む姿が見られる。支援学級の生徒や、通級教室に通う

生徒に対して、自分たちがどう接し、どう支えになるかを考えようとする生徒が多い。しかし、一

方では、できないことや失敗を責め、自分と違った言動を行うことを許容できず、批難してしまう

という生徒も少なくない。そのため、自分の意志で行動することに関して自信を持てず、周囲に流

されてしまい、真の人間関係がつくれない生徒も多い。これは、原因を相手に求め、相手のことを

考えずに自分の思いをぶつけてしまう自分自身の中の「弱さ」に気付くことができていないからだ

と考えられる。そこで、相手に思いをぶつけることで安心するという自分自身の「弱さ」について

考え、自分自身のいじめや差別につながる気持ちに向き合うことが必要である。そして、自分自身

がいじめや差別をなくしていくためにできることは何かを考え、実際に行動できるようにしたい。 

○ 本資料「魚の涙」は，メジナは狭い水槽に入れると、必ず1匹を仲間外れにして攻撃してしまう。

広い海ではこんなことは起こらない。これは、学級や学校といった狭い人間関係の中で起きてしま

ういじめや差別の本質を表している。狭さは、空間的なものだけでなく、価値観や個性の自由さえ

も見えなくしてしまう。狭い人間関係や自分の間違った価値観にとらわれず、もっと広い世界や考

え方に目を向けてみよう、という資料である。 

指導にあたっては、まず、広い海と水槽では何が違うかに着目し、なぜ狭い世界だといじめが起

こるのかを考えさせ、いじめや差別の原因を無意識のうちに相手に求めてしまう姿勢に気づかせる。

次に、中心発問として、自分がどのような心の状況のときに、相手のことを考えずに自分の思いを

ぶつけてしまうのかを考えさせる。ここでは、自分自身の不安感や自信のなさを、相手にぶつけ、

自分の有意性を保つことで安心感を得て解消するといった自分の「心の弱さ」に気づかせる。最後

に、いじめや差別をなくしていくためには、自分はどのような姿勢で過ごしていくかを考えさせる

ことで、道徳的価値をとらえさせる。 

３ 本 時 平成３０年 １２月１１日 火曜日 １校時 於：１年１組教室 

４ ねらい いじめや差別はする側の問題だと認識し、差別する側の持つ心の弱さを見つめ、自分にで

きることを考えることで、差別のない学級・学年を築いていこうとする態度を養う。 

５ 準 備 学習プリント 本文資料 
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１ 「さかなクン」について紹介する。 

 （１）魚の世界に人と同じこと（いじめ）

があることを説明する。 

 （２）めあてを確認する。 

 

２ 広い海と狭い水槽では何が違うのかを

考える。 

◇発問「なぜ、狭い水槽だといじめがおこる

のだろう？」 

 ・周囲と違う者を見つけやすいから 

 ・狭い中でイライラしているから 

 ・できないことがあるとみんなの迷惑だか

ら 

 

３ 相手に思いをぶつけてしまうとき、自分

はどのような考えや思いがあるのか考

える。 

（１）自分はどのような考えや思いがあるの

か考える。 

◇中心発問「自分がどのような心の状態のと

きに相手のことを考えずに自分の思いをぶ

つけてしまうのだろう？」 

 ・不安なとき 

 ・自分に自信がないとき 

 ・相手のことを考える余裕がないとき 

（２）班で交流し、発表する。 

 

４ いじめや差別をなくすために、自分自身

がこれからどう考え、行動していくかを

考える。 

◇発問「いじめや差別をなくしていくために

自分はどうしたらいいだろう？」 

 ・自分の目標を決め、努力する。 

 ・相手のことを表面だけで判断しない。 

 ・視野を広く持つ。 

 

５ 本時の感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

・海と水槽は何がち

がうだろう？ 

・なぜ「狭さ」が関

係あるのかな？ 

・みんな同じ種類な

のになぜいじめる

んだろう？ 

 

・自分だったら、ど

んなときに、相手の

ことを考えず自分

勝手に思いをぶつ

けてしまうのだろ

う？ 

 

・こんな考えもある

のか。これは自分も

同じ考えだな 

 

 

 

 

・自分ができること

ってなにかな 

・何をしていったら

自信を持てるんだ

ろう？ 

○何が起こっているかを

意識づけるために、考

えさせ、何人かに言わ

せる。 

 

○いじめや差別の原因を

相手に探してしまうこ

とに気づかせるため

に、海と水槽を比較し、

「（視野の）狭さ」に着

目させる。 

 

 

 

○自分の「心の弱さ」が

原因で相手に思いをぶ

つけてしまうことに気

づかせるために、「自

分」に注目して考えさ

せる。 

 

○「心の弱さ」は誰にで

もあるということを共

有するため、グループ

で交流を行う。 

 

 

○自分に自信を持つため

に、これから何をして

いくべきかを考えさせ

る。 
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めあて  どのようなときに、いじめや差別が起こるのだろう？ 



「魚の涙」展開構想   内容項目 C－(11)  公正、公平、社会正義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○本時のめあてを確認する。 

 

 

   

  ○資料「魚の涙」を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

○基本発問２では、 

相手に原因を探していることに気づかせる。 

（これも弱さのひとつ） 

  ○本当の原因は、 

様々な自分の「心の弱さ」であることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

○相手のことを考えて行動することは、相手の考えや意見を受け入れ自分の視野を広げることから、自分

を大切にすることや自信にもつながることに気づかせる。 

○今日の感想を書く。 

本時学習の方向性をつかみ，

生徒がもつ公正・公平の道徳的

価値を明らかにできるように

する。 

 

・仲良しグループ 

・相手を攻撃する 

・仲間はずれ 

 

いじめや差別の原因を、さ

れる側に探してしまうこと

に気づかせる。 

・周囲と違う者を見つけやすいから 

・狭い中でイライラしているから 

・できないことがあるとみんなの迷惑だ

から 

・狭くて自分が見えていないから 

 

自分の「心の弱さ」が原

因で相手を攻撃してしまう

ことに気づかせる。また、

その弱さは誰にでも持って

いるものだと共有する。 

・不安なとき 

・自分に自信がないとき 

・相手のことを考える余裕がないとき 

・うまくいかなくてイライラしていると 

 き 

・なぜ、自分に余裕がないと相手を攻撃

するのだろう 

・相手が自分と同じでないと、怖くなっ

てしまう 

【補助発問１】 

 魚の世界と人の世界で共通

して起こるものは何だろう？ 

【基本発問２】 

 なぜ、狭い水槽だといじめが

おこるのだろう？ 

【中心発問３】 

 自分がどのような心の状態

のときに相手を攻撃してしま

うのだろう？ 

【基本発問４】 

いじめや差別をなくしてい

くために自分は何をしたらい

いのだろう？ 

めあて   どのようなときに、いじめや差別が起こるのだろう？ 

 

 

 

 

 

 いじめや差別をなくして

いくためには、自分に自信を

持つことが大切であること

に気づかせる。 

・自分の目標を決め、努力する 

・相手のことを表面だけで判断しない 

・視野を広く持つ 

・自分も相手も同じくらい大切にする 

・自分と違った考えも受け入れる 

 

【教師の主発問】 【発問の意図】 【予想される生徒の反応】 



魚
の
涙 

著
：
さ
か
な
ク
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魚
の
世
界
に
も
い
じ
め
が
あ
る
。 

小
さ
な
学
校
の
中
に
も
。 

狭
い
社
会
の
中
に
も
。 

  

中
学
校
一
年
生
の
と
き
、 

吹
奏
楽
部
で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
友
人
に
、 

だ
れ
も
口
を
き
か
な
く
な
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。 

い
ば
っ
て
い
た
先
輩
が
、 

三
年
生
に
な
っ
た
と
た
ん
、 

急
に
無
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

突
然
の
こ
と
で
、 

ぼ
く
に
は
訳
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

で
も
、
魚
の
世
界
と
似
て
い
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
メ
ジ
ナ
と
い
う
魚
は
、 

海
の
中
で
仲
良
く
群
れ
て
泳
い
で
い
ま
す
。 

狭
い
水
槽
に
い
っ
し
ょ
に
入
れ
た
ら
、 

一
匹
を
仲
間
外
れ
に
し
て
攻
撃
し
始
め
た
の
で
す
。 

ケ
ガ
を
し
て
か
わ
い
そ
う
で
、 

そ
の
魚
を
別
の
水
槽
に
入
れ
ま
し
た
。 

す
る
と
、 

残
っ
た
メ
ジ
ナ
は
、
ほ
か
の
一
匹
を
い
じ
め
始
め
ま

し
た
。 

助
け
出
し
て
も
、 

ま
た
次
の
い
じ
め
ら
れ
っ
子
が
出
て
き
ま
す
。 

い
じ
め
っ
子
を
水
槽
か
ら
出
し
て
も
、 

新
た
な
い
じ
め
っ
子
が
現
れ
ま
す
。 

広
い
海
の
中
な
ら
、
こ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
に
、 

小
さ
な
世
界
に
閉
じ
込
め
る
と 

な
ぜ
か
い
じ
め
が
始
ま
る
の
で
す
。 

同
じ
場
所
に
す
み
、
同
じ
え
さ
を
食
べ
る
、 

同
じ
種
類
ど
う
し
で
す
。 

      

    

中
学
時
代
の
い
じ
め
も
、 

小
さ
な
部
活
動
で
起
き
ま
し
た
。 

ぼ
く
は
、
い
じ
め
る
子
た
ち
に 

「
な
ん
で
？
」
と
き
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

で
も
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
子
と 

よ
く
魚
釣
り
に
行
き
ま
し
た
。 

学
校
か
ら
離
れ
て 

海
岸
で
い
っ
し
ょ
に
糸
を
垂
れ
て
い
る
だ
け
で
、 

そ
の
子
は
ほ
っ
と
し
た
表
情
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

話
を
聞
い
て
あ
げ
た
り
、 

励
ま
し
た
り
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、 

だ
れ
か
が
隣
に
い
る
だ
け
で
、 

安
心
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

ぼ
く
は
変
わ
り
者
で
す
が
、 

大
自
然
の
中
、 

大
好
き
な
魚
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
ら
、 

嫌
な
こ
と
も
忘
れ
ま
す
。 

 

大
切
な
友
達
が
で
き
る
時
期
、 

小
さ
な
籠
の
中
で
だ
れ
か
を
い
じ
め
た
り
、 

悩
ん
で
い
た
り
し
て
も
、 

楽
し
い
思
い
出
は
残
り
ま
せ
ん
。 

外
に
は
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、 

も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
。 

  

広
い
空
の
下
、
広
い
海
へ
出
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

 


